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Ẍ ṇ ṇ ךּ  

 

日本科学未来館では、「科学技術を文化としてとらえ、社会に対する役割と未来の可能性について考え、語

り合うための、すべての人々にひらかれた場」を理念とし、社会における先端科学技術のあり方について、

人々がともに考え、語り合う場を生み出している。具体的には、興味や関心の異なる多様な来館者に対して

の双方向の展示解説をはじめ、研究者と市民が語り合うイベント、様々なステークホルダーの協働を促す場

の構築など、多くの科学コミュニケーション機会を提供している。 

2009年度から開始した「科学コミュニケーター人材養成事業」では、このような、日本科学未来館の科学

コミュニケーション活動の実践を通して、人材の養成および輩出を行っている。 

 

 

Ẍ ṇ ṇ  

 

科学コミュニケーターの社会的な認知を高めるうえで一つの契機となったのは、政府が第 3期科学技術基

本計画（2006年度からの5カ年）の中でその養成の重要性を指摘したことである。具体的には「第3章 科

学技術システム改革（3）社会のニーズに応える人材の育成」において、「科学技術を一般国民に分かりやす

く伝え、あるいは社会の問題意識を研究者・技術者の側にフィードバックするなど、研究者・技術者と社会

との間のコミュニケーションを促進する役割を担う人材の養成や活躍を、地域レベルを含め推進する。具体

的には、科学技術コミュニケーターを養成し、研究者のアウトリーチ活動の推進、科学館における展示企画

者や解説者等の活躍の促進、国や公的研究機関の研究費や研究開発プロジェクトにおける科学技術コミュニ

ケーション活動のための支出の確保等により、職業としても活躍できる場を創出・拡大する。」と述べている。 

また、第4期科学技術基本計画（2011年度からの5カ年）では、「Ⅴ．社会とともに創り進める政策の展

開 ２.社会と科学技術イノベーションとの関係深化」において、「科学技術イノベーション政策を国民の理

解と信頼と支持の下に進めていくには、研究開発活動や期待される成果、さらには科学技術の現状と可能性、

その潜在的リスク等について、国民と政府、研究機関、研究者との間で認識を共有することができるよう、

双方向のコミュニケーション活動等をより一層積極的に推進していくことが重要である。このため、研究者

による科学技術コミュニケーション活動、科学館や博物館における様々な科学技術に関連する活動等をこれ

まで以上に積極的に推進する。」としており、より広範に科学コミュニケーションの重要性を述べている。 

さらに、第 5期科学技術基本計画（2016年度からの5カ年）では、「第６章 科学技術イノベーションと

社会との関係深化」において、「経済・社会的な課題への対応を図るためには、多様なステークホルダー間の

対話と協働が欠かせない。このため、科学技術と社会とを相対するものとして位置づける従来型の関係を、

研究者、国民、メディア、産業界、政策形成者といった様々なステークホルダーによる対話・協働、すなわ

ち「共創」を推進するための関係に深化させることが求められる。」とあり、「研究者等と社会の多様なステ

ークホルダーとをつなぐ役割を担う人材である科学コミュニケーター等が活躍し、双方向の対話・協働にお

いても能動的な役割を担うことが期待される」とされ、ステークホルダー間の対話・協働・共創を推進する

科学コミュニケーターの役割の重要性を述べている。  
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Ẍ ṇ ṇ  

 

日本科学未来館では、人材を養成するにあたり、科学コミュニケーターに必要な能力を以下のとおり定義

している。 
 

AḰ ḱ ṇ ṇ  

情報を収集したうえで、伝えるべき情報を科学的に分析し、社会的視点から精査して再構築する能力。科学

コミュニケーションの出発点であり、常に基盤となる。 
 

BḰ ḱ ṇ  

情報やメッセージを相手にあわせて適切に伝えるために、双方向の対話を促し、様々な表現手法を用いてコミュニ

ケーションする能力。 
 

CḰ ḱ  

社会のさまざまな場において「科学コミュニケーション」を実現する仕組みを構築し、運用する能力。 

 

  日本科学未来館の科学コミュニケーターは、在籍期間中に多様な活動や研修を通じて、上記の３つの能力

を習得していく。また、それぞれの能力の習得段階については、STEP1（指導のもと業務を遂行できる）、STEP2

（自身の判断で業務を遂行できる）、STEP3（発展的な業務、後進の指導ができる）と定義したうえで、在籍

期間中での計画的な能力開発を行っている。 
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■ ṕ ṇ ṇ ṇṖ 

 

 

 

 

 

 

ṡ Ṅ ḭ רּ צּ Ṣ 
 

私はフリーランスとして特定の組織には属さずに科学コミュニケーション活動を行っています。イベントやワー

クショップの企画・実施、講演会への出演・ファシリテーション、テレビや新聞などのメディアへの出演、文章の

執筆・監修など、その活動は多岐にわたります。また、科学館業界の人脈を生かして、科学館のリニューアルにも

携わっています。2016年10月にリニューアルした福井県児童科学館では展示改修のアドバイザーとして、2017

年10月にリニューアルオープンした福岡市科学館では展示制作や運営のアドバイザーとしてお手伝いさせていた

だきました。展示を改修するときに、その館のコンセプトや伝えたいことを実際の展示に埋め込むためにどのよう

な工夫をしていくか、科学館スタッフや展示制作業者、行政、研究者といった多様な立場の方々との間に立ち調整

をするのです。未来館では、展示の設計段階から丁寧に時間をかけてコンセプトメイキングを行っています。その

過程を経ているからこそ、展示が完成するまで展示コンセプトがぶれないようになります。また、展示が出来上が

った後にどのように来館者との対話に結びつけるのかも、企画段階から同時に練り上げていきます。それぞれの科

学館が目指すものは多様ですが、異なる立場の方々とアイデアを出しあい、知恵を絞って企画を立てていくことは、

未来館での経験がベースになっています。 

 

 ṡ ṇ ṇ ︡  Ṣשּ
 

科学コミュニケーターは、研究者コミュニティと一般社会とをつなぐ存

在です。専門的なことを伝えるには、本当は研究者自らが自身の研究につ

いて積極的に語り、社会に説明していくのが良いと思います。しかし、そ

れを可能にしたくても、研究者任せのままではなかなか進まないでしょう。

そのため、研究者対象の科学コミュニケーション普及にも力を入れはじめ

ています。研究者の意識に働きかけることは、科学コミュニケーターにと

って今後重要になる役割だと思います。 

フリーランスの科学コミュニケーターとして多岐にわたる仕事に携わらせていただいていますが、社会の中、特

に企業などでは、科学コミュニケーターをどう活用したらよいかまだよく知らない、気が付いていないという状況

を強く感じます。だからこそ、自らの活動を通じて、科学コミュニケーターのニーズを掘り起こしたり活用を促し

たりして、後進の科学コミュニケーターたちの道を切り開いていければと考えています。科学コミュニケーターと

は何ができる人なのか、様々な手法やスキルの中から、プロとして明確に示せるものは何なのかを明確にし、科学

者・研究者にはできないことを担っている、という意識をもって活動していきたいと思っています。 

 

［2018年2月］  

ḭפּ ︡ פּ שּ ︡  

ṇ ṇ ṇ ︡  

本田隆行（フリーランス/科学コミュニケーター） 
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■ ṕ ṇ ṇ ṇṖ 

 

 

 

 

 

 

ṡSSH ךּףּ קּ Ṣ 
 

現在、私は埼玉県立松山高等学校で教鞭をとっています。松山高校は SSH（スーパーサイエンスハイスクール）

の指定校であることから、学校設定科目の「SS科学探究」の授業を受け持ち、生徒が自らの興味をもとにテーマ

を立案し、実験し、成果をまとめる活動の支援をしています。また、普段の生物の授業では、ペアやグループで話

し合う活動を取り入れることで、生徒が能動的に考える工夫をしています。これらの活動では、未来館の在籍時に

培った考え方やスキルが活かされています。たとえば、生物多様性の重要性を学ぶ授業では、人類が生態系から得

ている利益（生態系サービス）に重点を置いて、生徒同士でディスカッションをさせていて、これには未来館在籍

時に行っていたワークショップが活動のヒントとなっています 

また、顧問を担当している生物部では、週6回にわたり部員たちと活

動しています。部活動では大学や研究機関と連携するなどして、より高

いレベルで一貫性のある研究活動を継続的に実施しています。また、単

なる教科指導にとどまらず、科学技術と社会の関係を踏まえ指導してい

くことに、科学コミュニケーターとしての経験が生きていると感じてい

ます。 

 

 

ṡ ṇ בֿ שּךּ  Ṣךּ
 

先日、こんなことがありました。休みの日に、生徒たちと何気なく会話していたのですが、生物の体の成り立ち

を説明しているうちに元素や周期表の話になり、113番元素ニホニウムの話に膨らみました。さらに、そこから原

子核物理の話に移り宇宙の成り立ちまで話がおよび、最後にまた生物の話に戻る、というような対話に発展しまし

た。未来館の展示フロアで解説をしていたときも、例えば宇宙の展示が実は生物の展示と繋がっていて、といった

ふうに分野間をつないでいくところの楽しさがあったので、そういう流れを教育現場でも生徒相手にできるように

なったのだなと感じました。 

今、教育の現場においても、教科横断的な視点で様々なことを関連付けて伝えることの重要性が高まっています。

教科ごとの断片的な知識を学んで終わるのではなく、つながりのある科学的知識や考え方を生徒に深めてもらい、

それらをどのように使って社会とかかわっていくか、生徒一人ひとりが考えられるようにしていきたい。教科書だ

けを見ていたら、異分野どうしはなかなかつながりません。自分自身で考えて問題を解決する能力、さらには未来

社会を良い方向へ進めるための創造性を育んでいく教育にこれからも邁進していきたいと考えています。さらに、

それを推し進めるのに重要となる科学コミュニケーションの視点を、私がハブになり、教育現場に広げる活動もし

ていきたいと思っています。 

 

［2017年1月］  

ךּ צּ לּ ךּ פּ  נּ

שּ שּ︡ קּ  

佐尾賢太郎（埼玉県立松山高等学校） 
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צּ אל Ḵ 

ḱ ︡ תּאל  

岩﨑茜（国立環境研究所 社会対話・協働推進オフィス 科学コミュニケーター） 

 

■ ṕ ṇ ṇ ṇṖ 

 

 

 

 

 

 

ṡ ṇ ṇ  Ṣתּ
 

私が所属する国立環境研究所 社会対話・協働推進オフィスでは、一方向的な情報発信だけでなく、地球環境問

題に関わる様々なステークホルダーや市民との双方向の対話や協働を推進しています。環境問題は、「科学だけで

は解決できない」ことを多く含んでいて、研究者コミュニティだけではなく、あらゆる立場の方々とコミュニケー

ションしながらともに社会をつくっていくことが求められています。 

昨年の研究所一般公開イベントの際に企画したサイエンスカフェでは、「環境問題が解決された未来はどんな社

会？」というテーマを設定しました。参加者に、国立環境研究所で行われているプロジェクトを分野横断的に紹介

し、それぞれのプロジェクトに対して、どんなふうに研究を進めてほしいのか市民側の期待や意見をひろく聞くこ

とができました。一般の方々からの国立環境研究所への声を収集し、研究者もその意見に耳を傾け自らの研究にフ

ィードバックすることを通して、市民と専門家との垣根を越えた信頼関係を築いていくための一歩が踏みだせたと

感じています。 

また、国立環境研究所の公開シンポジウムにあわせて開催したステークホルダー対話会合では、企業、NGO、メ

ディア、政治など様々な立場で環境問題に取り組んでいる方々にご参加いただきました。会合では、国立環境研究

所が取り組むべき課題に対しての意見、たとえばどれだけ一般の人々の環境意識に訴求できているか、さらには研

究成果を社会での実践にまでつなげていくことができているか、など、ステークホルダーの皆様の貴重な視点を共

有することができました。環境研究を、社会のどの部分とどのようにつなげていくべきなのか、これからも対話の

場を持ち続け考えていきたいと思います。 

 

ṡ ḱ נּ צּ נּטּ︡ ṇ וֹ Ṣ 
 

環境問題には常に不確実性があります。たとえば、地球温暖化がどのように

進んでいくか、それに伴い生活にどのような影響があるのか、といったことは

科学で 100%証明することが出来ません。そんな「不確かさ」が存在すること

をうまく伝えることは難しいことですが、不透明だからこそ、専門家が一方的

にこうしましょうと決定するのではなく、社会の中の様々な人々が、みんなで

対話して考え未来の道のりを決めていくことが大切だと思っています。 

日本科学未来館の在籍時には、対話を重視したプログラムやイベントの企

画・実施に多く携わりました。お互いの立場や考え方の違いを十分に踏まえたうえで、議論し新たな視点を見つけ

る場をデザインすることは難しいながら、やりがいのある仕事でした。このような経験は、これから環境問題の課

題解決に活かしていくことができると思っています。 

最終的には世界中の人々すべてが、環境問題を自分事として考えられるようにしていくことを目指したいと思っ

ていますが、貧困や格差など世界には環境以外にも多くの課題があるのも事実です。これからも、様々な立場・価

値観の人々に丁寧に寄り添い、環境問題へのそれぞれの「声」を引き出せるよう活動していきたいと思います。 

 

［2017年1月］  
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ךּ ḭצּקּ בֿ שּ Ḯ 

לּ פּ ḵ 

廣木一亮（津山工業高等専門学校 准教授） 

 

■ ṕ ṇ ṇ ṇṖ 

 

 

 

 

 

 

ṇ ṇ ︡  ṡ Ṅ נּ  Ṣךּ

日本科学未来館で活動する前は、産業技術総合研究所の研究員として触媒開発に取り組んでいました。研究で最

終的に目指していたのは、持続型社会を構築するための化学技術の確立。使用するエネルギーや資源をはじめ環境

負荷の少ない、安全・安心な「地球に優しい化学（グリーンケミストリー）」です。充実した研究生活を送ってい

ましたが、次第に「多くのラボラトリーで、社会を変えていくような新しい研究成果が生みだされていることを人々

に知ってもらいたい。それも、研究をきちんと理解した人材が正しい言葉で伝えられれば」という気持ちが強くな

っていきました。その思いは、「科学コミュニケーター」の立場を得て、実現されていったのです。 

 
 

כֿ  ṡ ︡ḭ צּ צּ Ṣ 

科学コミュニケーターとして一般の方々に科学を伝える仕事には考えていた以上に多くの気づきがありました。

たとえば、大学時代の恩師でもある白川英樹博士と企画した実験教室「導電性プラスチックを作ろう」では、研究

者が日常的に使っている「導電性」や「ポリマー」といった用語も、参加した子どもたちにとっては初めて聞く言

葉ばかり。必要以上にかみ砕いたりすると、とたんに言葉の意味が変わります。そうしたなか、知識を押しつける

のではなく、参加者の反応を見ながら相手が知りたいと思うことを探っていく。そして

「電気をとおすプラスチック」などと言うように徐々に最適な言葉を選びだしていくの

です。このような作業を通して、科学の伝え方を着実に習得することができました。 

また、環境問題と化学との関係について考えるプログラム「グリーンにつくる蛍光物

質」では、参加者同士の議論に重点をおいて企画しました。参加者は、環境負荷の少な

い触媒を使って蛍光物質を合成する方法と、そうでない方法の両方を行ってみます。目的の蛍光物質ができたら終

わりではなく、両者の実験結果を比較したうえで議論をスタートさせます。環境負荷の少ない方法のメリットとデ

メリットは何か、これから自分たちはどんな化学製品を選んで使っていくべきか、対話を重ねるごとに理解は深ま

ります。実験結果を考察することの重要性を再確認できました。 

 こうして２年の歳月を経て、伝え方を体系的に習得することができたら、もう一度、研究の世界に戻ろうと心に

決めていました。そんな矢先、来館した青年の一言が私の心を揺り動かしました。「実験は好きだったけど、科学

は嫌いだった」――それを耳にして、今後も科学を伝え続けなければならないという使命感をもったのです。 

 
 

 ṡ ṇ ṇ ︡ ḭ︡פּ לּ Ṣ 

私はいま、工業高等専門学校で教鞭をとっています。学生たちに最初に伝えているのは、「化学を知ることは、

世の中を知ること」。化学は日常生活から最先端の科学技術まで、あらゆる人間の営みを支えている縁の下の力持

ちのような学問です。化学を学ぶ重要性を理解した学生の中には、化学教員を目指す者も

います。また、地域での科学コミュニケーション普及の観点から、実験教室や公開講座な

どのアウトリーチ活動や高校教員への研修などにも積極的に携わっています。単なる知識

の学習にとどまらず、科学観を身につけ科学技術を使いこなすこと。未来を担う世代に本

当に必要なことを伝えていくことに、科学コミュニケーターとしての経験が生きていると

感じています。 

［2014年2月］ 
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פּ ḭ ḭ ṈṈ ︡ ṡ Ṣ  

כֿ פּ לּ ṡ Ṣ נּ  

大場(提髪) 玲子（名古屋市港防災センター（指定管理者：㈱丹青社）センター長） 

 

■ ṕ ṇ ṇ ṇṖ 

 

 

 

 

 

 

ṇ ṇ ︡  ṡ לּךּ קּ ︢ Ṣ 

大学院ではホタルなどの発光性昆虫の研究に取り組んでいました。日本科学未来館の科学コミュニケーターとし

て活動するきっかけになったのは、研究する傍ら携わっていた地元の科学館での展示解説や学芸員のサポート。難

しい理論だけではなかなか耳を傾けてもらえない「科学技術を伝える難しさ」を実感したと同時に、もっと伝える

スキルを身につけたいと思うようになりました。また、科学館という場そのものにも大きな魅力と可能性を感じ、

施設運営のノウハウも学びたいと考えるようになりました。 

 
 

כֿ  ṡ נּ Ṣ 

日本科学未来館では、科学コミュニケーターの個性や専門性を活かした活動が多く行われています。自身の専門

である発光性昆虫についてのイベントを企画した際には、参加者に興味をもっても

らう「仕掛け」をとくに工夫しました。館内のシアターを暗くして、100匹のホタ

ルを暗闇に放ったとき、子どもたちからは「わぁっ」と歓声が湧き上がり、やがて

「なぜ、光るの？」という疑問の声が……。「本物に触れる」という機会がどれだけ

説得力があるかを感じた瞬間でした。また、自身の専門分野を題材にイベントを企

画することは、研究者が情報を発信する際の受け手との理解の度合いのギャップを

考える貴重な機会でした。 

一方、月についての科学トピックを紹介した「中秋の名月 未来館でお月見！」というイベントでは、併設する

ミュージアムショップやカフェとの連動企画をはじめ、イベント全体の人員配置や予算計画、スケジュール管理な

ど、運営に関するマネジメントを経験することができました。未来館では連日イベントが開催されていて、その運

営にかかわる中でスタッフは習慣的にマネジメントを意識することができます。マネジメントは、実際に体験しな

いと理論だけではどうにもならない要素が多く、経験を積める場が多くあったことは重要だったと感じています。 

 
 

 ṡ ṇ ︡ Ṣ 

現在は、地震や台風、火災などの災害・防災についての体験学習施設「名古屋市港防災セン

ター」に勤務しています。防災は、地質、気象、工学、生態学、医療、栄養学などのさまざま

な分野に横断した非常に重要なテーマです。災害時の被害をゼロにすることは難しいですが、

軽減させることで減災に導くことは可能です。災害の実体を正しく知り、リスクについての情

報や意見を交換し、理解を深め、よりよい決定を導くためのリスクコミュニケーションの重要

性が高まっています。そのために今後も、日本科学未来館で培ったスキルやマネジメントのノ

ウハウを活かし、リスクコミュニケーションの発信拠点となるよう、積極的な情報提供に努め

ていきたいと思います。 

 

［2014年1月］ 
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ṇ צּ ︡ 

נּ קּךּ  ךּ

志水克大（八田国際特許業務法人／特許技術者） 

 

■ ṕ ṇ ṇ ṇṖ 

 

 

 

 

 

 

ṇ ṇ ︡  ṡ ṇ ︡כֿ  Ṣךּ

ものづくり好きが高じて機械工学の道へ進み、大学院修了後はソフトウェア開発会社へ。デジタル家電の普及が

急速に進んでいた時期ということもあり、デジタル家電に組み込まれて使用される、いわゆる組込みソフトウェア

の開発に従事しました。自身の培ってきた技術が製品に活かされ、市場に出回ることで情報化社会の一役を担う。

そんなやりがいを感じていました。一方、扱う製品が標準化していくにつれ、「もっと社会的なインパクトを与え

るような仕事にチャレンジしたい」とも思うように……。日本の製造業や情報産業に「イノベーション」を起こし

たい。そこでいったん科学技術を俯瞰的に捉える職業につき、視野をひろげていくことを心に決めました。 

 
 

כֿ  ṡ נּ ḭ ךּ︡ קּ ︣ Ṣ 

日本科学未来館で活動をはじめたのは 2011年。東日本大震災直後のことでした。多くの課題が顕在化する中、

「地震予知は可能なのか」というテーマで特設Ｗｅｂページの記事を担当することになりました。なぜ地震予知の

成果が上がりにくいのか、地震予知に研究費を増やすべきか、電磁気学的なアプローチについてどう考えるかなど

地震予知をとりまく様々な疑問について、専門家のコメントやデータを正確に読み解いていきました。また、地震

予知について来館者と積極的に対話を行い、一般生活者の視点や問題意識をすくい上げていきました。 

このような来館者との対話は、自分にとって有意義な機会でした。来館者の関

心や疑問に触れていくなかで、「科学技術」というのは日常生活の中に存在し、

さらに学問体系としては対極にあるような経済学や心理学などとも密接に結び

ついていることを発見することができたためです。また、そのように俯瞰した視

点の中にこそ、多くの有用な知見が存在することを実感することができました。 

空間情報科学をテーマに企画した「未来のトイレを考える」というワークショ

ップでは、子どもたちの新しい発想を引き出すことに注力しました。情報技術やコンピュータという概念がなくて

もアイディアを出せるよう、「全部の情報を知っている神様がいたとしたら――」、そんな設定で問いかけました。

結果、コンピュータには精通していない子どもたちからも斬新なアイディアがたくさん抽出できました。「イノベ

ーション」とは、こうしたアイディアから生みだされることなのかもしれない。そのときに、自分の使命は、世の

中のアイディアをマネジメントし、社会に還元することだと確信しました。 
 
 

 ṡ ︡ ṇ ︣ שּ  Ṣלּ

現在は、国際特許業務法人にて機械に関する発明やアイディアを聞き出し、保護する役割を担っています。イノ

ベーションを促進する基盤づくりに寄与しているという自負をもって、名刺には「科学コミ

ュニケーター」と刻んでいます。振り返ると、日本科学未来館での経験を通し、自分の人生

はガラリと変わり、大きな使命感を担うことができました。「チャレンジしようと思えば、何

でもできる」という経験が、今の私を支えてくれていると確信しています。 

 

［2013年12月］ 
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צּ פּ ךּ︣  

ṇ ︣  

戸次真一郎（名古屋大学 リサーチ・アドミニストレーション室） 

 

■ ṕ ṇ ṇ ṇṖ 

 

 

 

 

 

 

ṇ ṇ ︡  ṡ Ṅ ︡  Ṣךּ

名古屋大学大学院で理論天文学の研究に従事したのち、研究者の成果を産業発展や人々の生活に還元する必要を

感じ、産学官連携を推進する機関に勤務しました。そこでは研究に必要な物品を調達するなどの業務に携わりなが

ら、研究者と企業との共同研究のマネジメントに従事しました。その一方で、広報業務など研究成果を広く伝える

業務にも従事したいと考えるように。そうした折に、日本科学未来館が科学コミュニケーターを募集していること

を知り一念発起、応募にいたりました。 

 

כֿ  ṡ ︢ ḭ Ṣ 

日本科学未来館では、まず専門が理論天文学であったことから、宇宙関連の展示の解説を行いました。はじめは

「説明する」ということに気持ちを傾けるあまり一方的に伝えていましたが、ニュートリノのような「概念」を説

明することに苦戦していました。そこで、来館者の表情の変化を見ながら表現を改め、身近な事例に関連づけて説

明するなど、わかりやすく伝える工夫を重ねていきました。こうした幅のある説明をするために必要な知識は、研

究者として原理原則や応用を日々考えてきた実績が活かされたと思います。また、同僚の科学コミュニケーターと

一枚岩になり館の運営に携わるなかで、企画や予算の立て方、人員配置やスケジュール管理などさまざまなノウハ

ウを身につけることができました。こうしたポジションに身を置くことで、全体像が見え、科学コミュニケーター

の役割や求められる能力なども再確認しました。 

 

 ṡ צּ ḭ ṇ שּ Ṣ 

自身が、科学コミュニケーターとして今後どのようなキャリアを実現するか、そう考えたときに今一度、研究者

と社会をつなぐ役割を担う必要性を感じました。そうして、厚生労働省のサイエンスコミュニケーター育成事業を

推進している名古屋大学にて、人材育成に携わることとなりました。自身も科学コミュニケーターとして実績を積

みながら次のキャリアを拓いたひとり。だからこそ、科学コミュニケーションの実践と通し、市民の科学技術に対

するニーズや考え方を知るとともに、業務運営などについて学んで欲しい。そのような思いで東山動植物園などと

連携した講座やサイエンスカフェを開催しました。およそ2年半の事業を経て、7名が次のキャリアを見出し、JAXA

や産業技術記念館などへの就職を果たしました。 

その後、アウトリーチ活動を推進する部署に移り、研究者と市民複数名がひとつのテーマについて対話を重ねて

いく少人数制のサイエンスカフェを手がけました。研究者の熱意や研究理念などを伝えるとともに、市民の方の意

識や疑問を研究にフィードバックする機会を創出しています。テーマによっては、双方の意

見を引き出しやすくするため、日本科学未来館でも効果のあった投票システムを用いました。

また、運営面では参加者の安全性にも最大の注意を払い、段差や展示物に突起がないかなど

を確認しました。全体を見ながら参加者の表情に気を配ること。日本科学未来館で学んだ

様々なポリシーについても継承しながら、今後もさまざまな活動を社会に展開していきたい

と考えています。 

 

［2012年12月］  



 

  11  

 

 

ṡ Ṣלּ נּ ︡  ךּ

佐藤雅一（株式会社ラーニングシステム エデュケーションセンター) 

 

■ ṕ ṇ ṇ ṇṖ 

 

 

 

 

 

 

ṇ ṇ ︡  ṡ קּ ︣ אל נּ  Ṣךּ

 日本科学未来館で活動をはじめるまでは、大学院で専攻していたロボット工学の知識と経験を活かし、専門学校

でJAVAやC言語などのプログラミングなどを教えてきました。科学技術分野の人材育成を担うことにやりがいを

感じる日々でしたが、授業では定められた教科書に沿って「正解を教える」ことが優先されていました。しかし、

私自身は、ロボットとの関わりをとおして「正解が簡単にでない科学の面白さ」に引き込まれていった当事者。そ

のため、「正解を探る面白さを伝えたい」という気持ちが日に日に強くなっていきました。そんな折、新聞で科学

コミュニケーターという職種の存在を知り、「やりたいことを実現できるチャンス」と応募にいたりました。 

 

כֿ  ṡ ︡ḭ ︣ קּ ︡ Ṣ 

  日本科学未来館では、最初に常設展示の解説業務に携わり、訪れる来館者との対話を行いました。現在使われ

ている科学技術の開発経緯やメカニズムだけではなく、たとえばスマート家電でどう未来の生活が変わるかなど、

科学技術の進展を自分事として理解してもらえるよう心がけました。「科学技術が人間の生活を変えてきた」とい

うメッセージは、毛利館長とのブレーンストーミングで再認識した考え方です。宇宙から撮影した地球の写真を館

長に見せられたとき、人間の住むエリアだけが光輝いている事実をこの目で確認し、「科学技術は、まさに私たち

の生活そのもの」と実感しました。2年目からは、展示や実験教室の企画に携わりま

した。多くの来館者との対話によって得られた知見のほか、政府の科学技術基本計画

や日本科学未来館の設立理念にも立ち返り、展示や実験教室の教育目標や効果を検討

しました。そして、自分で課題を発見し、「塩水の味見」や「ロボットの開発」など

を体験できる実験教室を一から企画、実施しました。いずれも、子どもたちが自身で

考えるよう筋道を示し、主体性を引き出すことを狙いとしました。 

 

 ṡ ךּ Ṣ 

 現在は、小学生から高校生までを対象に、発達段階に応じたレゴの組立やレゴ教材を使用した、創造教育に従事

しており、主に、ロボットの設計制作の指導をしています。この教室では、子どものさまざまな能力を引き出すこ

とを教育理念としているので、子どもたち自身が自らの目標を掲げ、計画的に作業を進めていきます。指導にあた

っては、子どもが主体的に正解を導くことを重視しています。講師は、すべてを教えるのではなく、子どもの力を

引き出すために適切なサジェスチョンやサポートをするのです。子どもたちの気づき

やコミュニケーションの媒介になることは、科学コミュニケーターとしての経験が活

きています。また、このような取り組みを実践する機会を増やしたいと考え、カリキ

ュラム設計や論理の組み立て方などについて、関連教室の指導者へ研修を実施してい

ます。今後は、人材育成を続けていくとともに、最新技術を使った講座や教室を展開

していきたいと考えています。 

 

［2012年12月］ 
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צּ ︣  

 ךּ

干場真弓（独立行政法人理化学研究所 計算科学研究機構 広報国際室） 

 

■ ṕ ṇ ṇ ṇṖ 

 

 

 

 

 

 

ṇ ṇ ︡  ṡ Ṣ 

日本科学未来館で活動する前は、博士研究員として、プランクトンの化石分析などから海の環境を復元する研究

を行っていました。数万年前から現在にいたるまでの地球環境の変遷を調べ、温暖化をはじめとする気候変動のメ

カニズムを探求するという研究テーマです。日々の研究は充実していましたが、同時に、成果がすぐ形になってあ

らわれる分野ではないため、研究費を獲得したり、一般の方の理解を得たりすることの難しさを感じていました。

研究内容やその有用性について、広く理解や支援を得ていくために何をすればよいか――。そんな疑問が募ったと

き、科学コミュニケーターの仕事を知り、ノウハウを学んでみたいと思いました。 

 

כֿ  ṡ ḭ Ṣ 

日本科学未来館の科学コミュニケーターには、常設展示が扱う広範な科学技術について知識が求められます。こ

れまでの自分の研究とは全く違う領域ですので、最初のうちは毎日が勉強でした。さらに、年に数回開催する企画

展示では、科学技術以外の分野についても扱う場合があります。なかでも、アジア諸国の科学技術を紹介した企画

展示では、科学技術だけでなくそれぞれ固有の文化についての理解が必要となり、グローバルな視点を培うことに

もつながりました 

また、多くの来館者が訪れる日本科学未来館という場を運営していくためのノウハウについても、多様な業務を

通じて学びました。任期の最終年には、科学コミュニケーターを束ねるフロアチーフとして、他の科学コミュニケ

ーターへのアドバイスや新人科学コミュニケーターの研修も実施。さらに、日本科学

未来館の広報業務やプレス対応を通じて、研究機関における広報業務の役割について

も習得することができました。 

どうすれば科学に興味を持ってもらえるのか、相手から意見を引き出せるのか――

来館者との交流の中で行ってきた試行錯誤や同僚の科学コミュニケーターと交わし

た熱い議論は、未来館で得た最も大きな財産です。 

 

 ṡ ¬ º ךּ Ṣ 

現在、理化学研究所 計算科学研究機構の広報国際室に在籍し、主に、研究成果を広く一般に広めるため、イベ

ントの開催やニュースレターなど広報物の制作、学校や地域との連携などを担当しています。スーパーコンピュー

タ（スパコン）性能ランキングで世界最高クラスの「京（けい）」の運用機能を有する当機構は、計算科学技術の

研究拠点として注目を集めるようになりました。スパコンは最先端の分野で幅広い活用が期待されるため、内外か

ら数多くの研究者が集まっています。多様な業務において必要な、基礎知識や理解力が身についたのは、科学コミ

ュニケーターとしての経験があったからだと思います。 

一般公開には一日で約3500人の方が来場し、全国各地を巡回する講演活動では毎回100～300人の来場者を集

めています。スパコンに対する関心が高まるなか、成果や将来性について広く知っていただき、支援と信頼を深め

るため、広報としての役割が重要になっていると感じます。科学コミュニケーターとして培った情報発信能力を活

かし、双方向のコミュニケーションを深めていきたいと考えています。 

 

［2012年12月］  



 

  13  

 

ḭ ךּ︡  

ḱ ︡ ︡ קּךּ  ךּ

代島慶一（静岡科学館る・く・る 主事・科学コミュニケーター） 

 

■ ṕ ṇ ṇ ṇṖ 

 

 

 

 

 

 

ṇ ṇ ︡  ṡ צּ Ṣ 

高校・大学と天文部に所属し、学園祭では教室の天井や壁に星座を映し、解説を行っていました。そして星とと

もにのめり込んだのは、生態系保全について。大学院では天然記念物・ノグチゲラの生態を研究し、保全方法を考

察しました。研究を深めていくと、必ず「市民の協力が必要」という結論にいたります。そこで、環境科学などに

ついても学びつつ、自然公園でガイドを行う解説員として活動を続けながら、自然保全に対する参加者の意識が変

わっていく様子を肌で感じました。そして大学院修了後、いったんは民間企業に就職したものの、何気なく目にし

た日本科学未来館のホームページで科学コミュニケーターの募集要項を発見。「もう一度、星や自然の魅力を伝え

ながら、人々の行動に影響を及ぼす方法を実地で学びたい」と、学生時代に抱いた気持ちが再び沸き起こり、すぐ

にエントリーをしました。 

 

כֿ  ṡ ṇ ︡ Ṣ 

日本科学未来館でキャリアを積んだのは約5年間。前職で情報技術に携わっていたことから、最初はロボットと

情報技術の展示解説を担当することになりました。当時、ロボットやインターネットなどは人工的で、自然と対極

的にあるものと先入観を抱いていました。しかし、研究者と直に話し熱意に触れていくなかで、「ロボットも自然

の一部である人が生みだしたもの」と価値観が変わっていきました。 

また、来館者との双方向な対話をとおして、「コミュニケーション」という定義をとらえ直すよいきっかけとな

りました。自然公園でガイドをしていた時にも、参加者の反応を見ていたつもりでしたが、自分の知っている範囲

の情報を伝えているにとどまっていたということに気づきました。日本科学未来館で

はさまざまな関心や知識をもった方に対して説明が求められるので、対話の中から相

手の聞きたいことを汲み取り、相手に合わせて説明するよう意識を変えていきました。

相手のニーズに合わせて対話をするには、幅広い知識を備える必要もあります。その

ために、書籍やプレスリリースで最新の情報を仕入れるだけでなく、研究機関のシン

ポジウムや他の科学館などに直接足を運びました。こうした情報を広く収集する経験

は、イベントや科学教室などの企画・運営に活かしました。 

 

 ṡ ṇ ︡ בֿ Ṣ 

現在は静岡科学館る・く・るにおいて、地域における科学コミュニケーション活動の拠点づくりを推進してりま

す。具体的には、地域の教員やボランティアなどを対象とした科学コミュニケーター育成講座を開催し、コミュニ

ケーションのあり方や効果的な解説方法などを伝えるほか、県内の各施設と連携した講座を実践しています。 

また、静岡県内の56の団体・施設において「しずおか科学技術月間」を展開。イベント情報をまとめて広報し

たり、SNSなどを活用して情報の集約化・体系化を図っています。今年の開催では、93,000人を動員すうことが

でき、地域に根ざした科学館ならではの活動を始められたことに喜びを感じています。今後はこうしたネットワー

クを強化しつつ、来館者のニーズに即応できるよう努めていきたいと思います。 

 

［2012年12月］ 
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שּ צּ נּ  

ṇ ṇ ︡   

高田真希（千葉県立柏高等学校 実習助手） 

 

■ ṕ ṇ ṇ ṇṖ 

 

 

 

 

 

 

ṇ ṇ ︡  ṡ פּ ḵṢ 

 大学3年生の頃にタイの農村を訪れた際、貧困のため学校に行くことのできない子どもたちに出会い、将来は発

展途上国で子どもの教育にあたりたいと考えました。そのため、まずは2年間、公立高校で理科教員としての経験

を積みました。その後は青年海外協力隊として、ハワイとオーストラリアの間に位置するマーシャル諸島共和国へ。

現地で、理科全般と数学を英語で教えることを経験しました。十分な教育環境が整備されていないなか、毎日が試

行錯誤でした。そうして2年間の任務満了に伴い、日本へ帰国。国内外での理数に関する指導経験、さまざまな人

と対話を図ってきた国際経験を活かしたいと、科学コミュニケーターにチャレンジしました。 

 

כֿ  ṡ ︣ נּ אל︡ Ṣ 

 教員時代は、同程度の知識をもった生徒を一度に指導していましたが、日本科学未来館では多様な知識や興味を

もった来館者の方々に対応します。そのため、「十分に納得いただける説明だったろうか」と不安に感じることも

ありましたが、多くの来館者と対話を重ねるうち、「科学技術の分野には、まだ十分に話し合われていない問題が

多い」と対話の重要性に改めて気づきました。 

そんな折に東日本大震災が発生。日本科学未来館は建物に損傷を受けやむなく休館となりました。休館の3ヶ月

間は、公民館などで放射線に関する出張講義を行いました。小さなお子様をもつお母さん方が熱心に耳を傾ける中、

感情に働きかける擬音語や形容詞などの曖昧な言葉は使わず、正確で最新の情報を伝えることに神経を尖らせまし

た。事実はひとつでも、人によって感じ方が異なるからです。時が経つにつれ、放射線の基本的な知識が一般化し

てからは、食品の放射線を考える対話型のワークショップを企画し実施しました。 

また実験教室についても、日本科学未来館で実施するものは対話に重きを置いています。「環境～グリーンケミ

ストリー」では、廃棄量を抑え温度の低い状態で蛍光物質を作る実験を通じ、子どもたちに対し、「安全ってどう

いうこと？」、「グリーンってなんだろう」とイメージを自分なりに的確に定義してもらうよう、質問を掘り下げて

いきました。これらの教室において私なりの経験が活かされたと思うのは、外国人に対して英語で、あるいは子ど

もに対しては分かりやすく噛み砕いて話しかけることができたこと。また、海外で目にした環境変異の実態につい

ても、ライティング研修を通しブログに配信していきました。 

 

 ṡSSH Ṣ 

 現在は、高校の実習助手として、生物実験の補助にあたっています。また、本校が SSH（スーパーサイエンス

ハイスクール）の指定校であることから、英語での指導経験を活かし、理数クラスを対象とした米国研修を担当し

ています。生徒たちは近隣の手賀沼とミシガン湖の水質を比較し、結果をまとめたり、英語でプレゼンテーション

したりするなどの活動を進めています。また、日本科学未来館にも

毎年訪れています。さらに現在は、英語での実験を科学部を対象に

開講し、酸化還元反応を利用した鏡制作などを行っています。今後

も有意義な実験を提供し、科学の奥深さを感じてもらうとともに、

世界で活躍するグローバルな人材を育成していきたいと考えてい

ます。  

 

［2012年12月］ 


